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研究概要
心筋炎は心筋を主座とする炎症性疾患である。多くはウイルスなどによる自己免疫反応により
引き起こされ、急性の経過を経るが、一部の症例は炎症が持続・慢性化し拡張型心筋症・心不全
へと移行する。心筋炎は自然免疫系による過剰なサイトカインの産生、獲得免疫系による心筋細
胞の障害、炎症反応の消退といった過程をたどり、臨床的には炎症反応をいかに抑制するかと自
然軽快までの血行動態維持が重要な課題である。近年では、COVID-19 やmRNAワクチン、オ
ズウイルスなどに関連する心筋炎が注目されているが、心筋炎の病因は未解明で、治療法も好酸
球性心筋炎（心筋炎の病型の一つ。型によってはステロイドが病態を増悪させる）に対するステ
ロイド以外に有効なものがない。したがって臨床的、社会的にも心筋炎の病態解明や新規治療法
の探索はニーズが高い。本申請は、これまで、心臓病の治療標的として注目されてこなかったリ
ンパ管による免疫制御機構に着目し、リンパ管を標的とする新たな心筋炎の治療法開発を目指す
ものである。将来的には、リンパ管に着目した心臓の免疫制御という観点から、より幅広く、炎
症が関与する心臓病（心筋梗塞、拡張型心筋症、HFpEF など）へも展開し、広く心臓免疫を解
明する基盤となる事を目指す研究である。
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